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令和4年(2022年)5月26日 

 

2022（R04）年度 宗谷総合振興局管内におけるケガニ密度調査結果（速報） 
 

道総研 水産研究本部        

                                              稚内水産試験場 

 

※本報告は宗谷総合振興局管内のみの速報です。オホーツク海全体の報告は，オホーツク総合振

興局管内を含め，全調査終了後となります。 

 

・宗谷総合振興局管内全体で甲長7cm以上の雄ガニ（来年度の漁獲対象資源）の資源
量指数は昨年よりやや減少しました。海域別には北部海域（浜鬼志別～目梨泊沖）
で昨年よりやや減少，南部海域（枝幸～風烈布沖）で減少しました。 

 
・甲長7㎝未満の雄ガニ（再来年以降に漁獲に加入する資源）の資源量指数は昨年よ
り減少し，依然として低水準でした。 

 
 

 

1. 調査の概要 

2022年度の宗谷総合振興局管内の密度調査は，4月30日～5月21日の期間に7隻の調査船により

実施しました。調査は全46定点（北部25点，南部21点）において，1定点につき調査かご（2寸目）

50個を設置してケガニを採集し，定点毎に漁獲尾数の計数，甲殻硬度の判定と甲長の測定を行い

ました。 

 

2. 資源量指数とは？ 

オホーツク海域のケガニでは資源量を直接推定できないため，資源量指数を用いて資源状態を

把握しています。資源量指数は，毎年同じ条件で行った調査データを解析することによって得ら

れ，これを経年的に比較することにより資源の水準や動向を相対的に把握することができます。

算出された資源量指数の値は，資源量とは比例関係，すなわち資源量指数が多いと資源量も多い，

反対に資源量指数が少なければ資源量も少ないといった関係にありますが，資源量指数＝資源量

ではありません。 

 当海域におけるケガニの資源量指数は，①毎年，同時期に同一地点（定点）で密度調査を実施

し，各定点の漁獲尾数と重量を把握する，②各定点の漁獲尾数と重量を調査面積で重み付けする，

③各定点の値を合計して海域全体の資源量指数を得る，といった方法で算出されます。 
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注）これ以降の文中表記で，「年」は密度調査年，「年度」は漁期年度です。 

 

3. 甲長７㎝以上の雄（来年の漁獲対象資源）の資源量指数 

2023年度漁期に漁獲対象となる甲長7cm以上雄の資源量指数は15,039であり，昨年の18,714よ

りやや減少しました (図1)。このうち，2023年度に新たに漁獲対象となる加入群（甲長7cm台雄）

の資源量指数は166であり，昨年の715より減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 資源密度調査における甲長7㎝以上の雄ケガニの資源量指数 

 

 

4. 甲長７㎝未満の雄（再来年以降に漁獲に加入する資源）の資源量指数 

2024年度以降に漁獲対象となる甲長7㎝未満雄の資源量指数は9であり，昨年の16より減少しま

した（図2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 資源密度調査における甲長7㎝未満の雄ケガニの資源量指数 
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5. 雄の海域別資源量指数 

（1）北部海域（浜鬼志別～目梨泊沖） 

甲長7㎝以上の資源量指数は12,912であり，昨年の14,162よりやや減少しました（図3上）。甲

長7㎝未満の資源量指数は7であり，昨年の7と同等でした。 

 

（2）南部海域（枝幸～風烈布沖） 

甲長7㎝以上の資源量指数は2,127であり，昨年の4,552より減少しました（図3下）。甲長7㎝

未満の資源量指数は2であり，昨年の9より減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 資源密度調査における海域別資源量指数 

棒グラフ（左縦軸）：甲長7cm台，8cm以上 

折れ線グラフ（右縦軸）：甲長7cm未満 
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6. 雄の定点別漁獲尾数 

100かご当たりの漁獲尾数を見ると，甲長7cm以上では山軽～目梨泊沖での分布が多く，枝幸沖

以南では少ない傾向が見られました（図4左）。 

甲長7cm未満は全体的に少なく，漁獲のある点が散見される程度でした（図4右）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4 2022年資源密度調査における100かご当たり漁獲尾数分布 

 

 


